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耐乾燥性に関与する遺伝子が窒素固定に関与することを考慮した耐乾燥性ラン藻の
有効利用法を検討する。
Study of effective utilization of the Nirogen-fixing terrestrial cyanobacterium based on
the desiccation-related genes.
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陸生ラン藻の類縁株であるAnabaenasp. PCC7120は耐乾燥性研究に有用なモデル生物であり、DNAセグメントアレイ
解析により見出された乾燥応答遺伝子を遺伝子破壊で解析し、窒素固定条件（窒素飢餓条件）で耐乾燥性能に関与する
ことを見出した。遺伝子情報をデータベースで検索すると様々なストレス時に応答する遺伝子が含まれているので、こ
れらの遺伝子は乾燥等の極限環境下で起こる細胞内外の現象に対応するために誘導されている可能性が示唆された。更
に変化の起こらない光合成系の遺伝子 (psb28)を解析したところ耐乾燥性能が失われたことから、光合成の一部が影響を
受けることでも耐乾燥性能が低下することが明らかとなった。なおこの遺伝子の機能はよく分かっていない。
　そこで、光合成機能と窒素固定機能が耐乾燥性などのストレス耐性に関与していることを利用した、耐乾燥性を持

つ陸生ラン藻の有効利用法を検討した。陸生ラン藻は大気中の窒素固定が可能であることから、閉鎖空間においても他の
生物が利用困難な窒素を利用する事が可能であり、また光を利用するため大量の養分を必要としない点でも利用価値は
高い。窒素固定能力は細胞に窒素固定だけでなくストレス耐性を発揮させる可能性があるため、他の生物との共生も可
能であると考えられるので、宇宙農業を含めた栽培技術の開発のために必要な基礎研究を進めている。まず土壌に使え
るラン藻を単離して、その生物の培養に成功した。この生物は陸生ラン藻である強い耐乾燥性と窒素固定能を持つ陸生
ラン藻Nostoc communeであり、場所によって食用とされている。そのため、それ自体を閉鎖系で育てることでも十分に
土壌改良可能ではあるが、より多くの食料を得られる環境を作るためにラン藻土壌としての可能性を検討した。ラン藻
マットで植物栽培を行うと植物には成長阻害が起きないことが明らかとなった。数種類の作物で試しているが、十分な
成果を得るにはより多くの複数の植物による栽培実験、陸生ラン藻の大量培養系が必要なため現在も研究を進めている。
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